









　さて、2014 年 9 月に「東西経済回廊」のベトナムのダナンからラオスのサバナケットまでを踏破し、
いろいろな調査をしてまいりましたのでご紹介いたします。
　この東西経済回廊は、ご存じのようにベトナム中部のダナンから国道９号線を走り、ラオス、タイ、
















































































































いて、縦には 13 号線が走っています。これは中国の雲南省からきます。そして、９号線の北側に 12
号線が走っていて、いろいろな日本ではあまり報道されないような道路が整備されてきています。日
本の我々は東西経済回廊だけしか見ていないのですが、そこから連結される道路が発展してきていて、
現地のビジネスの世界ではそうした他の道路と併せて最適な物流をどうするかと言うことを考えてい
ます。そこがどういうふうに活用されていくのかという点です。
　３番目は、このような物流網の発展によってだんだんと沿線の農村部の発展が進むのではないか、
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それが実際に起こってくるのかどうかという点です。国境地帯ですからいろいろな国籍の資本が集まっ
てきます。ラオスやカンボジアへはタイ資本やベトナム資本が入ってきています。これらの投資家に
は不動産業を兼ねている人が多く、当然、他のビジネスと併せて不動産事業を行う華人資本も入って
きています。
　このような視点を合わせて見ますと、日本人はこの地域を「中国＋１」とか「タイ＋１」といった
ように、人件費が高くなったためにビジネスがやりにくくなり、ベトナムのほうがいいという視点で
見てしまいますが、いろいろな国の資本が、いろいろな物流のネットワークの整備、あるいは AEC と
いう経済的な自由貿易地域の完成によっていろいろなビジネスを考えているわけです。我々はそうし
た多様な資本の動向も見ていく必要があるのではないかと考えます。
　スライド 23・24 は参考で、東西経済回廊とは関係ありませんが、ベトナムの大手の民間資本がつくっ
た工業団地です。ここに日系の賃貸工場の写真があります。地元資本の工業団地に日系の中小企業が
展開していくという進展もよく見られるようになるのではないかと思います。
　簡単ではございましたが、現地調査の報告でございました。ご静聴ありがとうございました。
